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〈論文要旨〉
　多くの辞書では「NP1［乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文と「NP1［道］表示語＋
take ＋ NP2［人］表示語」構文とが同じ項目で扱われている。しかしながら、この 2 つの構文には
意味の拡張プロセスという視点から見ると相違が認められる。本論では、これらの構文における英語
動詞 take の基本義からの拡張プロセスを、他の類似構文との関係において分析する。この分析の結
果を活用することにより、日本語訳による丸暗記で take のそれぞれの意味や用法を指導・学習する
ことから生じる弊害を防ぐことが期待できる。
On Vehicle or Path take Someone Somewhere Construction
Yoshikazu OKA
〈Keywords〉
　take, central sense, extended sense, metonymy
〈Abstract〉
　In this paper, I will attempt to account for the relationship between take in vehicle or path take 
someone somewhere construction and more basic sense of take. I will argue that take in someone 
take vehicle construction is central and that each of the other senses of take in vehicle take someone 
somewhere construction and path take someone somewhere construction can be seen as a minimal 
variation either of the central sense or of another sense in the network of take which will be dealt 
with in this paper. It is not arbitrary how the same word take is used in these senses. There are 
generalizations governing the relationships among these senses.
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「NP1［乗物・道］表示語＋take＋NP2［人］表示語」構文について
岡 　 良 和
はじめに
　英語動詞 take には、「［乗物］表示語」や「［道］表示語」を含む表現がある。本論では、He took 
a bus to the station. と The bus took him to the station. また、He took the way to the station. と
The way took him to the station. にはどのような関係があるのかを、基本義から拡張義への拡張プロ
セスをたどることで明らかにすることを目的とする。このような考察が take の系統的な学習を可能
にすることが期待される。
1．take の「摑」概念
　英語動詞 take の原義は、以下（1）にも示されているように「触れる」である。
（1）take：v. † 1（（late OE））−（（c1400））触れる。2（（?a. 1160 Peterb. Chron. an. 1135））（あ
る行動を）する、おこなう。3（（?a. 1160 Peterb. Chron. an. 1140））捕える。4（（?a. 1160 
Peterb. Chron. an. 1140））（物を）持っていく、（人などを）連れて行く。5（（?c. 1200 
Ormulum））取る、つかむ、握る。6（（1605 B. Jonson））魅する。  
 ─　寺澤（編）（1999: 1400）（下線筆者）
　また、以下（2）の英和辞典にも語源が記されている。
（2）take〔初 12c 以前；古ノルド語 take（触れる、つかむ、捕える）〕 
 ─『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take）（下線筆者）
さらに、以下（3）には、take の「中心義」が示されている。
（3）take 中心義 A を自分の領域に入れる（A は具体的な「人」や「物」に限らず、「時間」「労
力」「事柄」など多様） 
 ─『オーレックス英和辞典』（s.v. take）（下線筆者）
　以上の辞書の記載に基づき、He took a bus to the station. や He took the way to the station. など
の「NP1［人］表示語 + take + NP2［乗物・道］表示語」構文においては、物理的三次元空間を有す
ると考えられる「乗物」や「道」の内部を「人」が「摑」む概念が「乗物に乗って行く」や「道を進
む」事象に存在することを以降の分析により示す。
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2．「NP1［人］表示語 +take +NP2［乗物］表示語」構文
　日本語訳では「乗物に乗って行く」とされる take の用例が、take の概念を「人が乗物の物理的三
次元空間内部の一空間を占める」と捉えることで説明できることを示す。
　まず、以下（1b）のように「手に摑み取る」ことが物理的に不可能な物体が take に後置される例
を分析する。
　　（1）a．He took a toy bus.
　　　　　 （彼はおもちゃのバスを手に摑み取った。）
　　　　b．He takes a bus when he goes to work.
　　　　　 （彼は仕事に行く時バスに乗る。）
　上記（1a）ではおもちゃのバスを物理的に「手に摑み取る」ことができるが、（1b）ではバスを「手
に摑み取る」ことは不可能である。そこで上記（1b）においては、バスの内部に形成される物理的
三次元空間の一部を「彼」が「取る」と考えることにする。すると上記（1b）は以下（2）のように
表すことができる。
　　（2）He takes（the）space in a bus when he goes to work.
　　　　（彼は仕事に行く時バスの中の空間を取る。）
　従って以下（3b）に示されるように、三次元空間を有しない乗物に「乗る」事象については take
を用いることができないことになる。
　　（3）a．I will ride a bicycle.
　　　　b．＊I will take a bicycle.
　しかし以下（4）のような事例については上記（3）と矛盾するように思われる可能性がある。
　　（4）〈状況〉：借りた自転車で不思議な館に向かう。
　　　　Then I took the bicycle and rode off.
　　　　（そして私は自転車を摑んで乗って行った。）
─ S. Hill（1983: 25）（下線・和訳筆者）
　上記（4）においては、動作主は自転車を「摑み」そして自転車に「乗ってそこを離れた」事象が
表示されている。Take が「移動」概念を包含しないことは ride が「移動」概念を包含する動詞であ
ることから明らかである。
　三次元空間を有する乗物では以下（5a-b）のような表現が可能となる。
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　　（5）a．Please squeeze up a little closer together.
　　　　　 （お互いにもっと間をお詰め下さい。）
　　　　b．Squeeze up, please.
　　　　　 （隣の人との間を完全にお詰め下さい。）
─ 上野他（2006: 298）（下線筆者）
　上野他（2006）によれば、上記（5）においては車内が物理的三次元空間であると見なされ、詰め
ることで隣同士の人と人との間に存在する空気が押し上げられると考えられているために up が使わ
れるとされる。
　次いで以下（6a-d）を分析する。なお（6a-b）の「～」の部分には take が使われる。
　　（6）a．～an elevator to the 10th floor
　　　　　 （10 階までエレベーターで行く）
　　　　b．～a subway to school
　　　　　 （地下鉄で学校に通う）
　　　　c．I took the wrong bus.
　　　　　（バスを間違えてしまった）
　　　　d．She took a train to Boston.
　　　　　（彼女は列車でボストンへ行った）
─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take 7）（下線筆者）
　上記（6a-d）はいずれも「〈人が〉〈乗物〉に乗って行く」の日本語訳の下に記載されている事例で
ある。上記（6a-d）には take が用いられているが、いずれの乗り物にも物理的三次元空間が存在す
ると考えられる。
　さらに、上記（6a, b, d）においては、乗り物の属性の一つとして「移動」が明確に認められるこ
とから to の後に到達点が明示されている。このことには、「物理的三次元空間の一部を取る」という
take の意味に「移動」概念が付加されることが示されている。「物理的三次元空間の一部を取る」こ
との後に生じる「移動」には、時間的隣接関係のメトニミーによる意味の拡張が認められる。
3.1. 「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文
　道自体には物理的三次元空間を認めることは不可能である。しかしながら、この構文にも「乗物」
と同様に、「道」における拡張的三次元空間を NP1 の指示物が「摑」む概念が存在することを示す。
　ある英和辞典には「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文について以下（1）の記載
がある。
　　（1）〈人が〉〈道など〉を取って進む
　　　　Take the road on the right.
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　　　（その道を右に曲がりなさい。）
─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take 4b）（下線筆者）
　上記（1）が記載された辞典には日本語訳において「進む」「曲がる」という「移動」概念表示語が
用いられている。しかし、take に「移動」概念の存在を認めることには問題があることを改めて以
下で論じる。上記（1）における take は以下（2）の take と同じ概念を包含していると考えられる。
　　（2）Take the dictionary on the desk.
　　　　（机の上の辞書を取りなさい。）
　つまり、上記（2）の解釈が「机に接している辞書を手で摑み取れ」であるのと同じように、上記（1）
の解釈は「右（方向）に接している道を摑み取れ」である。このことから、上記（1）の和訳も「そ
の道を右に曲がりなさい」ではなく、「右側の道を取りなさい」とされるべきである。
　下記（3a-d）の事例にも take の「摑」概念が抽象化された形で存在する。
　　（3）a．They took the path along the top of the cliffs.
　　　　　 （彼らは崖の頂上に沿った小道を取った。）
─ Naylor（1999: 51）（下線・和訳筆者）
　　　　b．Outside, she decided not to take the direct way back to the cottage, but go round the 
harbor.
（外に出て、彼女はコテージに戻るすぐの道を取らないで、港を回って行くことにした。）
─ Naylor（1999: 65）（下線・和訳筆者）
　　　　c．I took a road that went along a narrow valley, and then up onto the moor again.
　　　　　 （私は狭い谷に沿いそしてやがて荒野に再びつながる道を取った。）
─ Buchan（2000: 25）（下線・和訳筆者）
　　　　d．He drove around for hours again and then finally he took the road for Brighton and 
went back to the village where he had first met Rachel and where the three men had 
met the hitch-hiker.
（彼は再び何時間も車をあちこち運転して最後にブライトンへの道を取り、自分がレイ
チェルに初めて出会い 3 人の男がそのヒッチハイカーに出会った村に戻って行った。）
─ Campbell（1999: 75）（下線・和訳筆者）
　上記（3d）では、「道を取る」行為の後に「行く」という移動行為が続く。このことは、本来は
take が「移動」概念を有しないことを示す。
3.2. 「道」が有する物理的三次元空間
　「乗物」と同様に、「道」を「三次元空間を有する容器」と捉えることができることが以下（1）で
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示される。
　　（1）We met in the street and he didn’t even nod.
　　　　（道で会っても会釈もしないなんて失礼な奴だ。）
─『新和英大辞典』（s.v. みち【道】）（下線筆者）
　上記（1）においては、三次元空間として捉えられている street の空間内部に話し手と he の指示
物が存在していたという事態が三次元空間表示語 in で示されている。また、下記（2a）では「道と
いう三次元空間の内部が人もしくは車などで満ちている」、また（2b）では「道という三次元空間の
内部が空の状態である」とそれぞれ捉えられている。
　　（2）a．The road is always crowded at this time of the day.
　　　　　 （この時間はいつも道が混んでいる。）
─『オーレックス和英辞典』（s.v. みち【道】）（下線筆者）
　　　　b．〈状況〉：二人の男性が通りを歩いている。
　　　　　 The rain became heavier and the streets emptied of people.
　　　　　 （雨がさらに強くなり通りには人がいない（空の）状態になった。）
─ Dibdin（2000: 28）（下線・和訳筆者）
　「道」には表面しかないという点では二次元であるが、「道」に人や車などが存在している状態が物
理的三次元空間である部屋などに類似していることから「道」も三次元空間として捉えられている。
以上の考察から「NP1［人］表示語＋ take ＋ NP2［道］表示語」構文においても「人」が「道」内部
の空間を取ることが分かる。
4. 「NP1［乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文
　まず、上記見出しの構文をとる take について下記（1）の記載を見ることにする。
　　（1）Ⅱ［ 持って行く］《◆自動詞 go に対応し、take の主語が話し手および聞き手の所から他の
場所に「持って［連れて］行く」の意》。（⇔ bring）
　　　　6b〈乗り物が〉〈人〉を〔…へ〕連れて行く；〈道が〉〈人〉を〔…へ〕導く（lead）
　　　　　This bus ［road］ takes you to the city.
　　　　　（このバスに乗れば［道を行けば］その町に行ける。）
　　　　　《to…（行先）が示されなければ不可》
─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take Ⅱ 6b）（下線筆者）
　上記（1）について、項目Ⅱの記載の後に 6b があることは、6b における take の用法が「移動」概
念を包含すると考えられていることを示している。したがって「《to…（行先）が示されなければ不可》」
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という記載に見られるように「到達点」も想定されることになる。そもそも道や乗物などは人が道を
たどったり乗物に乗ったりしてどこへ行くのかにも注意が向けられるために to と共起すると考えら
れる。
　また、上記（1）の 6b については日本語訳の「～すれば…に行ける」の部分が共通であるという
理由からであろうか、また、記載スペースのためであろうか、2 文が同じ項目で扱われているが、概
念的に考えると、この英文は下記（2a-b）のように 2 つの別の文として捉えるべきである。
　　（2）a．This bus takes you to the city.
　　　　b．This road takes you to the city.
　上記（2a）では、移動物である「バス」を表示する名詞句が主語の位置を占めるのに対して、上記
（2b）では、バスなどの移動物が使う非移動性の「道」が主語の位置を占めている。上記（2a-b）の各々
の字義通りの解釈は以下（3a-b）である。
　　（3）a．このバスはあなたを摑み取った（乗せた）状態でその町に行く。
　　　　b．この道はあなたを摑み取った状態でその町に行く。
　上記（2a）の構造は「NP1［（三次元空間を持つ）乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語＋ to ＋
NP3［場所］表示語」であり、This bus takes you は「バスがその物理的三次元空間の内部に you の
指示物を『摑み取る』」ことを表示している。このタイプの 1 つが以下（4）である。
　　（4）take on ─［他］ ［～ on O / ～ O on］（1）〈乗り物（に乗っている人）が〉〈人・物〉を乗せ
る。（2）〈人〉を雇う（employ）；〈生徒など〉をとる。（3）〈仕事など〉を引き受ける；〈責任〉
を負う。
─ 『ジーニアス英和大辞典』（s.v. take on）
　上記（4）における、「〈乗り物（に乗っている人）が〉〈人・物〉を乗せる」の事例が、以下（5）
である。
 
　　（5）The bus stopped and took on several passengers.
　　　　（バスが停車し、数人の乗客を乗せた）
─ 『動詞を使いこなすための英和活用辞典』（s.v. take on）（下線筆者）
　上記（4）では「〈乗り物（に乗っている人）が〉〈人・物〉を乗せる」と記載されているように、
take の主語は明示的には乗物であるが、その乗物を運転している人の意思も「乗せる」という行為
に働いている。「人」からその人が操る「乗物」に主語が交替したものが上記（2a）である。この交
替には隣接関係に基づくメトニミーが作用している。
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　これに対して上記（2b）については、道を操作する主体を想定することはできないために、以下（6）
は非文となる。
　　（6）〈状況〉：数人の人が道に入る。 
　　　　*The way took on several people.
　さらに、「乗物」と違って、非移動物である「道」が、出発点から到達点まで「人をその内部に摑
み取った状態で移動する」ことは物理的世界ではありえない。教育現場の観点から言えば、上記（1）
のような表記では学習者に混乱を生じさせる可能性が高いと思われる。
5. 「NP1［道］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」構文
　セクション 4 の（2b）に類する表現は以下（1a-b）にも見られる。
　　（1）a．a road that takes you to Kyoto Station
　　　　　 （京都駅にぶつかる道）
　　　　b．This road takes you to Yokohama.
　　　　　 （この道は横浜に通じている。）
─『新和英大辞典』（s.v. みち【道】）（下線筆者）
　上記（1a-b）のいずれにも「to ＋『場所』を表示する名詞句」が現れている。また、下記（2）に
おいて to の省略が可能であることには、road に関する一般的知識に到達点が包含されていることが
示されている。
　　（2）the road to Boston=the Boston road
　　　　（ボストンへの道［街道］）
─『新英和大辞典』（s.v. road 1 a）（下線筆者）
　そこで road に関する以下（3）の記載を見る。
　　（3）a wide way leading from one place to another, especially one with a specially prepared 
surface which vehicles can use:
（ある場所から別の場所へ通じる広い道路、特に乗物が使えるように特別に整備された表面
を持つ道路）
─ ODE（s.v. road）（下線・和訳筆者）
　上記（3）の記載にもあるように、「道」は「出発点」と「到達点」が想定される「経路」である。
このために、take が「道」表示語と共起すると、あたかも take に「移動」概念があるかのように考
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えられるのである。つまり、その経路を「人」や「乗物」などがたどる事象により take に「移動」
概念があるかのように見えるのである。
　セクション 3.2 での検討に基づき、セクション 4 の（2b）（下記（4）として再掲）に見られる「NP1
［道］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」の部分は「道がその三次元空間内部に人を摑み取る」とい
う概念を表示していると考えることができる。
　　（4）This road takes you to the city.
　「道」や「通り」には「人」や「乗物」などが往来する。つまり、上記（4）では「道」という三次
元空間の内部に「往来する人や乗り物など」が存在するという点で、空間的隣接関係に基づくメトニ
ミーが作用していると言える。そして、このメトニミーにより、主語が「［人］表示語」から「［道］
表示語」に交替している。
　別の観点からすると、動作主である「人」が主語の位置を占める構文が基本で、そこから人が操作
する道具や手段としての「乗物」が主語を占める構文が生じ、さらには、人や乗物がたどる経路であ
る「道」が主語を占める構文が生じたと考えられる。これは、格文法により提唱された、主語に選ば
れる階層、つまり、格階層の考え方からも妥当と言える。
おわりに
　以上の考察を踏まえると、以下（1）−（7）には下図の関係があると考えられる。
　　（1）He took a bus in front of the bookshop.
　　（2）He took a bus to the station. 
　　（3）The bus took on him.
　　（4）The bus took him to the station.
　　（5）He took the way.
　　（6）He took the way to the station.
　　（7）The way took him to the station.
（1） （2） （5） （6）
移動 移動
同右 同右 「道具・手段」の主語化
（3） （4） （7）
移動
　本論では多様な意味や用法を持つ英語動詞 take について、「NP1［人］表示語 +take+ NP2［乗物］
表示語」、「NP1［人］表示語 +take+NP2［道］表示語」、および NP1 と NP2 がそれぞれ入れ替わる「NP1
［乗物］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」と「NP1［道］表示語＋ take ＋ NP2［人］表示語」、といっ
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た構文にそれぞれ分析を加え、take の基本義から拡張義への拡張プロセスを解明することを試みた。
　日本語訳のみを手がかりにすると、NP1 が「［人］表示語」である場合には「乗物に乗って行く」「道
をたどって行く」となる一方で、NP1 が「［乗物］表示語」もしくは「［道］表示語」である場合には
「乗物に乗れば行ける」「道をたどれば行ける」というように、take の意味における系統性が無視され、
効率的な指導や学習が損なわれる懸念がある。
　Take のそれぞれの意味や用法を日本語訳との対応で丸暗記することによる教育・学習上の弊害が、
本論で提示した拡張プロセスを活用することで改善できる可能性があると思われる。
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